
スシローの田植え体験ツアーに協賛
（兵庫県本部、米穀部、営業開発部）

協同乳業とJA相模原市が連携し
地域密着のPRイベント（協同乳業、酪農部）

ＪＡタウンショップ紹介
　とちぎ新鮮倉庫

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

2
面

8

「まるっと１日美濃いび茶デー」開催
（岐阜県本部）Web

限定 栗山米菓とコラボ「瀬戸しお日向夏味」
発売（営業開発部）

塩化カリを輸出するカンポテックス社を訪問した乗富幸雄副会長（2面）

乗富副会長が官民ミッション団に参加
カナダへ資源外交、塩化カリの安定確保を要請（耕種資材部）
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広島大学との共同研究で行う鶏ふん堆肥
施用量の比較試験（２面）

親子連れらが参加したスシローの田植え体
験ツアー（８面）

食
料
へ
の
権
利
と
農
業（
2
）

エ
シ
カ
ル
消
費
を
味
方
に
つ
け
る
た
め
に
、

生
産
者
に
求
め
ら
れ
る
役
割

農
と
食
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

山
本
謙
治

6-7面

水稲栽培で鶏ふん堆肥の
有効活用へ（広島県本部）

いわでやま地区が広域物流事業へ
新規参画（宮城県本部）

瀬戸内かきがらアグリ事業をPR
（岡山県本部）

お米で作る鶏用飼料の
製法特許を取得（畜産生産部）

ＪＡアクセラレーター（第4期）
採択企業紹介③

ＪＡズームイン（ＪＡ八千代市：千葉）
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5

2

3

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから



の
施
用
量
を
そ
れ
ぞ
れ
１
㌃

当
た
り
0
、
20
、
40
、
60
、
80
、

1
0
0
キロ
の
六
つ
に
分
け
た
試

験
区
を
設
け
、分
け
つ
や
葉
色
、

土
壌
中
の
肥
料
分
、
収
穫
し
た

米
の
栄
養
や
食
味
値
な
ど
を
検

証
し
ま
す
。

　
広
島
大
学
の
長
岡
俊
徳
准
教

授
は「
適
切
な
施
肥
設
計
を
提

案
し
、
農
家
に
安
心
し
て
使
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
話
し
、
県

本
部
営
農
資
材
部
の
豊
田
勝
司

部
長
は「
生
産
者
の
所
得
向
上

に
向
け
、
少
し
で
も
生
産
コ
ス

ト
を
低
減
し
た
い
」と
期
待
を

込
め
ま
す
。

　

研
究
は
3
年
後
の
２
０

２
４
年
ま
で
実
施
す
る
予
定
で

す
。
研
究
結
果
を
基
に
水
稲
栽

培
に
最
適
な
施
肥
量
を
提
案
し

て
い
き
ま
す
。

　

広
島
県
本
部
で
は
、「
耕

畜
連
携
」
を
要
件
と
す
る

「
３さ
ん
あ
ー
る

－

Ｒ
」商
品
の
販
売
に
も

取
り
組
ん
で
お
り
、
生
産
振
興

と
出
口
対
策
の
両
輪
で
資
源
循

環
型
農
業
を
推
進
し
ま
す
。

News!

水稲栽培で鶏ふん堆肥の有効活用へ
広島大学と共同研究 広島県本部

　
広
島
県
本
部
は
広
島
大
学
と
水
稲
栽
培
に
お
け
る
鶏
ふ
ん
堆
肥
の

有
効
活
用
に
向
け
た
共
同
研
究
を
始
め
ま
し
た
。

　

広
島
県
は
採
卵
鶏
の
飼
養

羽
数
が
全
国
５
位
で
年
間
約

40
万
㌧
の
鶏
ふ
ん
が
発
生
し

ま
す
が
、
そ
の
利
用
率
は
30
％

程
度
で
す
。
円
安
や
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
の
影
響
で
化
学
肥
料
の

価
格
が
高
騰
す
る
中
、
地
元
の

有
効
な
資
源
を
活
用
し
、
生
産

資
材
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る
た

め
、
収
量
や
品
質
を
高
め
る
最

適
な
鶏
ふ
ん
堆
肥
の
施
肥
量
を

検
証
し
ま
す
。

　

同
研
究
は
三
原
市
の
全
農

チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ー
ム
広
島
・

三
原
農
場
の
約
30
㌃
の
圃ほ
じ
ょ
う場

で
実
施
し
ま
す
。
鶏
ふ
ん
堆
肥

三原農場での鶏ふん堆肥施用量の比較試験

世
界
最
大
の
カ
リ
採
掘
会
社
で

あ
る
ニ
ュ
ー
ト
リ
エ
ン
社
と
会

談
し
、
日
本
へ
の
必
要
量
の
輸

出
を
直
接
要
請
し
ま
し
た
。
両

社
か
ら
は
、
50
年
以
上
に
わ
た

る
良
好
な
取
引
か
ら
本
会
は
信

頼
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、

優
先
的
に
必
要
量
を
供
給
す
る

旨
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
資
源
外
交
に
よ
り
、

カ
ナ
ダ
と
の
関
係
強
化
と
カ
リ

の
安
定
確
保
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。引
き
続
き
、本
会
は

肥
料
原
料
の
安
定
確
保
に
努
め

ま
す
。

News!

乗富副会長が官民ミッション団に参加
カナダへ資源外交、塩化カリの安定確保を要請 耕種資材部

　
日
本
政
府
と
民
間
企
業
に
よ
る
官
民
合
同
ミ
ッ
シ
ョ
ン
団
が
6
月

20
日
か
ら
カ
ナ
ダ
を
訪
問
し
、本
会
か
ら
は
民
間
代
表
と
し
て
乗
富
幸

雄
副
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
外
交
団
は
、
21
日
に
連
邦
政

府
と
官
民
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。22
日
に
は
肥
料
原
料
の

カ
リ
資
源
を
持
つ
サ
ス
カ
チ
ュ

ワ
ン
州
政
府
を
訪
問
し
、
閣
議

室
で
モ
ウ
首
相
、
ハ
リ
ソ
ン
貿

易
輸
出
開
発
大
臣
と
会
談
し
、

日
本
へ
の
カ
リ
の
安
定
供
給
を

要
請
し
ま
し
た
。
マ
リ
ッ
ト
農

業
大
臣
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
天
然
資

源
省
の
高
官
と
も
会
談
し
、
カ

リ
増
産
計
画
な
ど
の
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
翌
日
に
は
、
塩
化
カ
リ
を
輸

出
す
る
カ
ン
ポ
テ
ッ
ク
ス
社
、サスカチュワン州政府を訪問した乗富副会長

（右から３人目）

塩化カリを輸出するカンポテックス社と会談
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News!

News!

News!

お米で作る鶏用飼料の製法特許を取得

瀬戸内かきがらアグリ事業をPR

いわでやま地区が広域物流事業へ新規参画

新技術を活用した飼料を使用し、東北の農場で鶏卵を生産

ボランティアがアマモ種取り体験

広域物流参画地域の拡大で生産資材の効率輸送

畜産生産部

宮城県本部

岡山県本部

　
全
農
は
鶏
用
配
合
飼
料
に
最
大
限
ま

で
飼
料
米
を
配
合
す
る
技
術
で
製
法
特

許
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
岡
山
県
本
部
が
事
務
局
を
務
め
る
瀬

戸
内
か
き
が
ら
ア
グ
リ
推
進
協
議
会
は

6
月
4
日
と
11
日
、
日
生
町
漁
協
と
邑

久
町
漁
協
が
主
催
し
た
里
海
再
生
活
動

「
ア
マ
モ
種
取
り
体
験
」で
、「
里
海
米
」

の
2
合
パ
ッ
ク（
約
３
０
０
㌘
）を
配

布
し
、
瀬
戸
内
か
き
が
ら
ア
グ
リ
事
業

を
P
R
し
ま
し
た
。

　
宮
城
県
本
部
は
物
流
コ
ス
ト
の
低
減
な

ど
を
目
的
と
し
て
、生
産
資
材
の
広
域
物
流

事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。今
回
い

わ
で
や
ま
地
区
への
広
域
物
流
地
区
の
拡

大
を
記
念
し
、出
発
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
畜
産
生
産
部
は
以
前
か
ら
、
畜
産
物

の
自
給
率
向
上
を
目
指
し
て
飼
料
米
の

活
用
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
鶏
に

は
歯
が
あ
り
ま
せ
ん
が
消
化
能
力
が
高

く
、生
の
米
も
消
化
で
き
ま
す
。し
か
し

配
合
飼
料
に
米
を
多
く
配
合
す
る
と
、

卵
黄
色
が
薄
く
な
る
、
飼
料
が
固
ま
り

や
す
く
な
る
な
ど
実
用
上
の
問
題
が
発

生
し
ま
す
。そ
こ
で
、一
般
的
な
鶏
用
飼

料
の
半
分
を
占
め
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

全
て
飼
料
米
に
代
え
て
も
、
こ
れ
ら
の

問
題
が
起
き
に
く
く
な
る
飼
料
の
製
法

を
開
発
し
特
許
を
取
得
し
ま
し
た
。
こ

の
技
術
を
活
用
し
、
東
北
の
農
場
で
生

産
さ
れ
た
鶏
卵
は
、Ｊ
Ａ
全
農
た
ま
ご

㈱
と
連
携
し

て
関
東
で
販

売
し
て
い
ま

す
。

　

国
産
農
畜

産
物
を
応
援

す
る
取
り
組

み
と
し
て
、

本
技
術
の
普

及
拡
大
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
瀬
戸
内
海
で
水
揚
げ

さ
れ
た
カ
キ
の
殻
を
土
壌
改
良
剤
や
飼

料
と
し
て
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
農
畜

産
物
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組

み
で
す
。「
里
海
米
」は
、
環
境
保
全
に

つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
稲
の
根
張
り

が
良
く
な
る
た
め
、
県
内
全
域
で
拡
大

し
て
い
ま
す
。

　
「
ア
マ
モ
種
取
り
体
験
」は
、〝
海
の
ゆ

り
か
ご
〟と
も
呼
ば
れ
、多
様
な
生
き
物

が
生
命
を
育
む
ア
マ
モ
場
を
再
生
す
る

た
め
、
毎
年

実
施
し
て
い

ま
す
。今
年
は

3
年
ぶ
り
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
、

2
日
間
で
約

1
3
0
人
が

参
加
し
ま
し

た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
低
迷
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
急
激
な
資
材
価
格

高
騰
を
は
じ
め
、
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
く
、
物
流
に
つ
い
て
も
コ
ス

ト
削
減
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

現
在
県
内
に
3
カ
所
あ
る
拠
点
の

う
ち
、
北
部
資
材
流
通
セ
ン
タ
ー
で
は

2
0
0
5
年
に
Ｊ
Ａ
古
川
、
09
年
に
旧

Ｊ
Ａ
栗
っ
こ（
現
・
Ｊ
Ａ
新
み
や
ぎ
）が

参
画
し
て
お
り
、
い
わ
で
や
ま
地
区
は

3
番
目
の
参
画
と
な
り
ま
す
。
参
画
地

域
の
拡
大
に
よ
り
、
全
農
在
庫
に
よ
る

在
庫
リ
ス
ク
の
軽
減
や
統
一
経
済
管
理

シ
ス
テ
ム
と
の
連
動
に
よ
る
事
務
処
理

の
大
幅
削
減
だ
け
で
な
く
、
物
流
会
社

へ
の
配
送
業
務
委
託
に
よ
り
効
率
的
配

送
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
資

材
の
安
定
供
給
が
図
れ
ま
す
。

新技術で製造した
鶏用配合飼料

特
許
証

出発式でのテープカット

トラックの初出荷を見送る

カ
キ
い
か
だ
に
絡
ま
る
ア
マ

モ
の
流
れ
藻
の
回
収
作
業
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全
国
の
酒
蔵
か
ら
厳
選
し
た
日
本
酒
ブ
ラ
ン
ド

「
I
C
H

-

G
O

-

C
A
N
」

　
同
社
は
、東
京
農
業
大
学
出
身

の
玄
成
秀
さ
ん
が
、全
国
の
酒
蔵
か

ら
厳
選
し
た
1
合（
1
8
0
㎖
）の

日
本
酒
ブ
ラ
ン
ド「
I
C
H
I

-G
O
-C
A
N
」（
一
合
缶
）で
日

本
酒
の
消
費
拡
大
を
目
指
す
、ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
で
す
。

　
従
来
の
４
合（
７
２
０
㎖
）や
１
升

（
１
・
８
L
）と
い
っ
た
大
容
量
の
瓶

と
比
較
し
、適
量
で
持
ち
運
び
や
す

い
こ
と
、耐
久
性
に
優
れ
る
こ
と
、

リ
サ
イ
ク
ル
費
用
が
お
よ
そ
半
分
で

環
境
負
荷
が
低
い
こ
と
な
ど
、手
軽

に
日
本
酒
を
楽
し
め
る
こ
と
が
特

徴
で
す
。

　
現
在
全
国
３１
の
蔵
元
と
協
業
し
、

今
夏
に
は
６５
の
蔵
元
と
協
業
予
定

で
す
。
ま
た
、国
内
包
装
容
器
大
手

の
東
洋
製
罐
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
と
も
資
本
業
務
提
携
を
結

び
、生
産
・
販
売
を
拡
大
し
て
い
ま

す
。
今
後
約
5
カ
月
間
に
わ
た
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
期
間
で
は
、I
C
H

I
-G
O
-C
A
N
の
認
知
度
向
上
・

販
路
拡
大
を
目
標
と
し
、J
A
グ
ル

ー
プ
と
連
携
し
た
商
品
開
発
な
ど

も
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
７
月
８
日
か
ら
、人
気
マ
ン
ガ「
も

や
し
も
ん
」と
の
コ
ラ
ボ
企
画
第
２

弾
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

開
始
し
て
い
ま
す
。
第
１
弾
で
1
・

7
万
缶
が
即
売
り
切
れ
と
な
っ
た

幻
の
一
合
缶
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
同
社
は
2
0
1
3
年
創
業
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
で
、特
殊
冷
凍

技
術
に
よ
る
高
品
質
な
冷
凍
食
材

の
製
造
か
ら
提
供
ま
で
を
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
い
ま
す
。
同
社
の
持
つ
特
殊

冷
凍
技
術
は
、食
材
の
中
の
水
分
が

氷
結
晶
に
変
化
す
る
温
度
帯「
最
大

氷
結
晶
生
成
温
度
帯
」に
お
い
て
、

従
来
の
急
速
冷
凍
技
術
よ
り
も
急

速
に
温
度
を
低
下
さ
せ
通
過
さ
せ

る
こ
と
で
、ド
リ
ッ
プ
な
ど
の
食
材

の
品
質
低
下
を
最
小
限
に
抑
え
、よ

り
生
鮮
に
近
い
冷
凍
食
材
を
製
造
・

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、農
畜

産
物
・
水
産
品
で
既
存
の
生
食
用
や

加
工
用
に
加
え
て
、特
殊
冷
凍
用
と

い
う
新
た
な
流
通
網
を
確
立
す
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
特
殊
冷
凍

に
よ
る
需
給
調
整
へ
の
寄
与
、ま
た

廃
棄
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
農
畜

産
物
や
水
産
品
に
特
殊
冷
凍
用
と

し
て
新
た
な
販
路
を
生
み
出
す
こ

と
で
フ
ー
ド
ロ
ス
の
削
減
に
も
寄
与

し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
約
５
カ
月
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

期
間
に
、J
A
グ
ル
ー
プ
の
持
つ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、特
殊
冷
凍
技

術
の
展
開
に
よ
り
流
通
に
か
か
わ
る

関
係
者
の
課
題
解
決
に
向
け
た
検

証
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

デイブレイク株式会社デイブレイク株式会社

株式会社Agnavi株式会社Agnavi

従来以上の急速冷凍ができるアートロック
フリーザー

特殊冷凍技術で製造した冷凍フルーツ

採
択
企
業
紹
介

採
択
企
業
紹
介
3

　
Ag
V
e
n
t
u
r
e 

L
a
b（
ア
グ
ベン
チ
ャ
ー
ラ
ボ
）は
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

と
J
A
グ
ル
ー
プ
の
事
業
共
創
の
取
り
組
み
、J
A
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
第
4
期
で
9

社
を
優
秀
賞
と
し
て
採
択
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
2
社
を
紹
介
し
ま
す
。

 

【
経
営
企
画
部
】

Ｊ
Ａ
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー（
第
4
期
）

Ｊ
Ａ
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー（
第
4
期
）

農学系の人気マンガ
「もやしもん©石川雅之/講談社」
とのコラボ企画第2弾を開催

【期間】
2022年7月8日（金）～
8月11日（木）

　即売り切れとなった幻の一合缶、待望
の再販が決定しました。今回も東京農大
に所縁のある醸造元で醸された、私たち
が自信を持っておすすめする日本酒をお
届けします。
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概要 （令和3年12月31日現在（事業年度末））

正組合員数� 1604人
准組合員数� 2516人
職員数（パート含む）� 119人
販売品取扱高� 5億3千万円
購買品取扱高� 3億8千万円
貯金残高� 615億5千万円
長期共済保有高� 1359億1千万円
主な農畜産物　ニンジン、ネギ、ダイコン、
　　　　　　 カブ、ホウレンソウ、小松菜、
　　　　　　 エダマメ、梨、生乳、米

周
年
を
記
念
し
て
作
製
し
た
Ｐ

Ｒ
ポ
ス
タ
ー
や
オ
リ
ジ
ナ
ル

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
活
用
し
、
今
後

も
八
千
代
の
農
業
を
ま
す
ま
す

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　
地
元
の
小
学
生
へ
の
食
育
活

動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

J
A
職
員
が〝
食
を
支
え
る
農

家
〟の
重
要
性
や
Ｊ
Ａ
の
仕
事
・

役
割
、
米
作
り
な
ど
に
つ
い
て

解
説
す
る
出
前
授
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。ま
た
、フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
よ
っ
た
い
よ
」

に
お
け
る
校
外
学
習
で
の
買
い

物
体
験
や
野
菜
の
袋
詰
め
体
験

の
受
け
入
れ
も
行
う
こ
と
で
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
地

元
農
産
物
や
農
業
に
触
れ
る
学

び
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
3
年
12
月
に
は
地
域
で

愛
さ
れ
た
農
産
物
直
売
所
を
統

合
し
、「
生
産
者
と
消
費
者
の
交

流
の
場
」を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た

Ｊ
Ａ
八
千
代
市
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト「
よ
っ
た
い
よ
」を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。市
内
の
生

産
者
約
2
0
0
人
が
毎
日
新
鮮

な
農
産
物
を
自
ら
納
品
・
陳
列

JA八千代市
（千葉県）

直
売
所「
よ
っ
た
い
よ
」を
新
設

地
域
と
農
家
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に

れ
、愛
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
」を
目
指
し

事
業
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
八
千
代
市
に
は
七
つ
の

組
合
員
組
織
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動

し
て
お
り
、
中
で
も
J
A
青
年

部
は
創
立
40
周
年
を
迎
え
、日
々

積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。主
な
Ｐ
Ｒ
活
動
は
、地
元
の

祭
り
へ
の
出
店
や
移
動
販
売
。

さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う

な
活
動
が
で
き
な
い
中
、「
地
元

の
農
産
物
を
お
い
し
く
味
わ
っ

て
ほ
し
い
」と
福
祉
施
設
へ
地
元

農
産
物
を
提
供
す
る
な
ど
、
市

内
農
産
物
や
青
年
農
家
の
P
R

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て

地
域
住
民
か
ら
厚
い
信
頼
を
獲

得
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
40

　
八
千
代
市
は
千
葉
県
北
西
部

の
内
陸
に
位
置
し
、
首
都
30
キロ

圏
の
位
置
と
交
通
の
便
の
良
さ

が
特
徴
で
首
都
圏
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

ニ
ン
ジ
ン
、
ネ
ギ
、
梨
、
生
乳
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
農
畜
産
物
を

生
産
し
て
お
り
、J
A
八
千
代

市
は
発
足
以
来
、
市
内
を
営
業

区
域
と
し
て「
地
域
と
農
家
を

つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し
て
信
頼
さ

し
て
い
ま
す
。

　
「
よ
っ
た
い
よ
」と
は
、
八
千

代
の
方
言
で「
寄
っ
て
行
っ
て

ね
」と
い
う
意
味
で
地
元
の
方
が

よ
く
使
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
で

は「
よ
っ
た
い
よ
」の
運
営
を
通

じ
て
農
業
者
の
所
得
増
大
に
つ

な
げ
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営

を
目
指
し
ま
す
。今
後
も
消
費
者

一
人
一
人
が「
食
」を
通
じ
て
農

業
の
良
き
理
解
者
・
支
援
者
と

な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組

み
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

千葉県神奈川県

東京都

埼玉県
茨城県

40
周
年
を
弾
み
に

青
年
部
が
積
極
的
に
P
R

食
育
で
学
び
の
場
を
提
供

出
前
授
業
や
校
外
学
習
も

「
寄
っ
て
行
っ
て
ね
」

2
0
0
人
が
出
荷・陳
列

昨年12月にオープンしたファーマーズ
マーケット「よったいよ」

積極的なＰＲ活動をめざす青年部役員

地元の小学生への食育活動
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ズ
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懸念される食料生産現場における児童労働

権
問
題
や
労
働
に
関
わ
る
問
題
、
例

え
ば
児
童
労
働
や
奴
隷
的
な
労
働
に

加
担
し
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

動
物
に
つ
い
て
は
、
家
畜
の
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア（
快
適
性
に
配
慮
し
た
飼

養
管
理
）
を
拡
充
す
る
こ
と
、
動
物
実

験
を
で
き
る
だ
け
無
く
し
て
い
く
こ
と

な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
環
境
・
人
・
動
物
に
対
す
る

ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
具
体
的
に
欧
米
で

議
論
さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
に
は
、
先
に

挙
げ
た
以
外
に
も
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を

推
進
す
る
こ
と
や
、
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン

内
で
の
利
益
を
適
正
に
分
配
す
る
こ
と

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
開

発
途
上
国
の
生
産
者
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
収
入
を
得
ら
れ
な
い
現
状
を

改
善
し
よ
う
と
い
う
動
き
。
つ
ま
り
、

連
載 

食
料
へ
の
権
利
と
農
業

農
と
食
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
山
本
謙
治

エ
シ
カ
ル
消
費
を
味
方
に
つ
け
る
た
め
に
、

生
産
者
に
求
め
ら
れ
る
役
割

　
昨
今
の
世
界
の
潮
流
で
重
要
な
も

の
に
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
が
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
で
し
ょ

う
。Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は
17
の
分
野
で
持
続
性

を
確
保
す
る
た
め
の
目
標
を
定
め
た
も

の
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
何
か
に

対
す
る
倫
理
的
な
配
慮
を
し
ま
し
ょ

う
、
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は
2
0
3
0
年

に
向
け
た
目
標
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
降

は
ま
た
違
う
言
葉
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
一
方
で
、
変
わ
ら
な
い
概
念
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は「
倫
理
的
な
配
慮
」

で
、
こ
れ
を
英
語
で「ｅ
ｔ
ｈ
ｉｃａ
ｌ（
エ

シ
カ
ル
）」
と
い
う
の
で
す
。

　
欧
米
で
は
1
9
7
0
年
代
か
ら
、

産
業
の
発
展
と
と
も
に
生
ま
れ
た
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
、
例
え
ば
環
境
問
題

や
人
権
侵
害
の
問
題
、
動
物
実
験
に

対
す
る
批
判
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
例
え
ば
環
境

汚
染
に
つ
な
が
る
製
品
を
売
り
出
し
た

メ
ー
カ
ー
の
商
品
を
ボ
イ
コ
ッ
ト（
不

買
）
し
、
汚
染
し
な
い
商
品
を
バ
イ
コ
ッ

ト（
応
援
購
入
）
す
る
と
い
っ
た
行
動

を
と
る
消
費
者
が
現
れ
ま
し
た
。
商

品
を
購
買
す
る
消
費
活
動
を
通
じ
て
、

よ
り
よ
い
社
会
を
創
り
出
そ
う
と
す

る
行
為
が
エ
シ
カ
ル
消
費
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
エ

シ
カ
ル
消
費
の
文
脈
で
あ
ぶ
り
出
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
欧
米
の
エ
シ
カ
ル
消
費
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
分
野
は
、
環
境
・
人
・
動

物
で
す
。
環
境
問
題
で
は
気
候
変
動
へ

の
対
応
、Ｃ
Ｏ
２

削
減
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
野
生
動
物
の
保
護

に
水
産
資
源
の
持
続
的
な
利
用
な
ど

が
含
ま
れ
ま
す
。
人
の
分
野
で
は
人

2

　
現
地
事
例
や
識
者
の
見
解
を
も
と
に
、「
食
料
へ
の
権
利
と
農
業
」
に
は
何

が
必
要
か
を
考
え
る
シ
リ
ー
ズ
。
第
2
回
は
農
と
食
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
山

本
謙
治
さ
ん
と
、
エ
シ
カ
ル
消
費
に
つ
い
て
探
り
ま
す
。

生
産
者
に
対
す
る
倫
理
的
な
配
慮
も

エ
シ
カ
ル
消
費
に
は
組
み
込
ま
れ
て
い

る
わ
け
で
す
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
の
食
に
関
わ
る
仕
事

の
中
で
、
生
産
者
の
収
入
を
上
げ
て
い

く
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
て
き
ま
し
た
。
14
年

前
に
エ
シ
カ
ル
消
費
と
い
う
概
念
と
出

合
う
こ
と
で
、日
本
の
産
地
を
守
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
エ
シ
カ
ル
消
費
を
普

及
す
る
こ
と
が
有
効
な
の
で
は
な
い
か

と
思
う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
研
究
を

始
め
た
の
で
す
。
エ
シ
カ
ル
消
費
の
先

進
地
で
あ
る
英
国
に
も
調
査
に
行
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
対
話
を

重
ね
ま
し
た
。
そ
こ
で
見
え
た
の
は
、

生
産
者
の
役
割
も
変
わ
っ
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
エ
シ
カ
ル
に
敏
感

な
E
U
圏
に
お
い

て
、
農
業
の
生
産
者

は
手
厚
く
保
護
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

そ
の
代
わ
り
に「
生

産
者
も
求
め
ら
れ
る

役
割
を
果
た
す
」
と

い
う
こ
と
が
明
確
化

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

も
と
も
と
そ
の
役

割
は
食
料
を
安
定

供
給
す
る
こ
と
で
し

た
が
、
そ
れ
が
環
境

や
景
観
の
保
全
と
い

う
と
こ
ろ
に
ま
で
拡

大
し
、
今
日
で
は
さ

ら
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
を

ゼ
ロ
に
す
る
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
担
い
手
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
英
国
を
構
成
す
る
ウ
ェ
ー

ル
ズ
で
は
、
生
産
者
も
食
品
メ
ー
カ
ー

も
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献

や
化
石
燃
料
の
削
減
が
求
め
ら
れ
、
補

助
金
に
も
大
き
く
影
響
す
る
そ
う
で

す
。

　
つ
ま
り
、
エ
シ
カ
ル
消
費
を
生
産
者

の
味
方
に
つ
け
る
た
め
に
は
、
生
産
者

自
身
も
エ
シ
カ
ル
で
求
め
ら
れ
る
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。

　
昨
今
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
へ
の
貢
献
が
求
め

ら
れ
る
風
潮
の
な
か
、
J
A
の
広
報
活

動
で
も「
こ
の
活
動
は
環
境
の
保
全
に

つ
な
が
っ
て
お
り
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
15
・
4

に
貢
献
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な

記
事
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
確
か
に
こ
れ
ま
で
の
産
地
の
活
動

の
中
に
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
概
念
に
則
し
た

も
の
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
そ
う

し
た「
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
の

置
き
換
え
、
言
い
換
え
」
だ
け
で
は
、

国
際
社
会
が
求
め
る
エ
シ
カ
ル
に
対
応

し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
知
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
実
は
欧
米
が
求
め
る
エ
シ
カ
ル
と
日

本
人
の
持
つ
倫
理
感
の
間
に
は
、
け
っ

こ
う
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
日
本
で
は
家
畜
を
屋
内
で
飼

う
こ
と
が
主
流
で
す
が
、
家
畜
の
ア
ニ

マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
文
脈
で
は
屋
外
に

行
き
来
で
き
な
け
れ
ば
倫
理
的
で
な
い

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。日
本
人
が「
屋

内
だ
け
ど
、
大
事
に
飼
っ
て
い
る
よ
」

と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
価
値
観
が
違
う

の
で「
何
を
言
っ
て
い
る
の
?
」
と
さ
れ

て
し
ま
う
の
で
す
。
こ
う
し
た
ギ
ャ
ッ

プ
は
、
国
の
発
展
や
、
道
徳
観
念
の
成

立
の
経
緯
が
違
う
の
で
、
あ
っ
て
当
然

で
す
。
た
だ
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
他
国
の
エ
シ

カ
ル
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
知
る
こ
と

が
大
事
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
日
本
は

ま
た
多
く
の
海
外
の
お
客
を
迎
え
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
局
面
な
の
で
す
か
ら
。

　
お
も
て
な
し
の
国
で
あ
る
日
本
が
エ

シ
カ
ル
消
費
で
も
評
価
さ
れ
る
た
め
に

も
、
欧
米
の
エ
シ
カ
ル
を
識
っ
た
上
で
、

日
本
特
有
の
エ
シ
カ
ル
を
識
っ
て
も
ら

う
。
そ
ん
な
手
順
を
踏
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
3
月
に
、

欧
米
の
食
の
エ
シ
カ
ル
に
つ
い
て
詳
し

く
書
い
た
拙
著『
エ
シ
カ
ル
フ
ー
ド
』（
角

川
新
書
）
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
ご
興

味
が
あ
れ
ば
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

世
界
で
広
が
り
つ
つ
あ
る

エ
シ
カ
ル
消
費

エ
シ
カ
ル
消
費
と
生
産
者

日
本
の
生
産
者
に
必
要
な

エ
シ
カ
ル
と
は

変
化
す
る
生
産
者
の
役
割

し
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懸念される食料生産現場における児童労働

権
問
題
や
労
働
に
関
わ
る
問
題
、
例

え
ば
児
童
労
働
や
奴
隷
的
な
労
働
に

加
担
し
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

動
物
に
つ
い
て
は
、
家
畜
の
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア（
快
適
性
に
配
慮
し
た
飼

養
管
理
）
を
拡
充
す
る
こ
と
、
動
物
実

験
を
で
き
る
だ
け
無
く
し
て
い
く
こ
と

な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
環
境
・
人
・
動
物
に
対
す
る

ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
具
体
的
に
欧
米
で

議
論
さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
に
は
、
先
に

挙
げ
た
以
外
に
も
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を

推
進
す
る
こ
と
や
、
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン

内
で
の
利
益
を
適
正
に
分
配
す
る
こ
と

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
開

発
途
上
国
の
生
産
者
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
収
入
を
得
ら
れ
な
い
現
状
を

改
善
し
よ
う
と
い
う
動
き
。
つ
ま
り
、

連
載 

食
料
へ
の
権
利
と
農
業

農
と
食
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
山
本
謙
治

エ
シ
カ
ル
消
費
を
味
方
に
つ
け
る
た
め
に
、

生
産
者
に
求
め
ら
れ
る
役
割

　
昨
今
の
世
界
の
潮
流
で
重
要
な
も

の
に
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
が
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
で
し
ょ

う
。Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は
17
の
分
野
で
持
続
性

を
確
保
す
る
た
め
の
目
標
を
定
め
た
も

の
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
何
か
に

対
す
る
倫
理
的
な
配
慮
を
し
ま
し
ょ

う
、
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は
2
0
3
0
年

に
向
け
た
目
標
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
降

は
ま
た
違
う
言
葉
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
一
方
で
、
変
わ
ら
な
い
概
念
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は「
倫
理
的
な
配
慮
」

で
、
こ
れ
を
英
語
で「ｅ
ｔ
ｈ
ｉｃａ
ｌ（
エ

シ
カ
ル
）」
と
い
う
の
で
す
。

　
欧
米
で
は
1
9
7
0
年
代
か
ら
、

産
業
の
発
展
と
と
も
に
生
ま
れ
た
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
、
例
え
ば
環
境
問
題

や
人
権
侵
害
の
問
題
、
動
物
実
験
に

対
す
る
批
判
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
例
え
ば
環
境

汚
染
に
つ
な
が
る
製
品
を
売
り
出
し
た

メ
ー
カ
ー
の
商
品
を
ボ
イ
コ
ッ
ト（
不

買
）
し
、
汚
染
し
な
い
商
品
を
バ
イ
コ
ッ

ト（
応
援
購
入
）
す
る
と
い
っ
た
行
動

を
と
る
消
費
者
が
現
れ
ま
し
た
。
商

品
を
購
買
す
る
消
費
活
動
を
通
じ
て
、

よ
り
よ
い
社
会
を
創
り
出
そ
う
と
す

る
行
為
が
エ
シ
カ
ル
消
費
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
エ

シ
カ
ル
消
費
の
文
脈
で
あ
ぶ
り
出
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
欧
米
の
エ
シ
カ
ル
消
費
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
分
野
は
、
環
境
・
人
・
動

物
で
す
。
環
境
問
題
で
は
気
候
変
動
へ

の
対
応
、Ｃ
Ｏ
２

削
減
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
野
生
動
物
の
保
護

に
水
産
資
源
の
持
続
的
な
利
用
な
ど

が
含
ま
れ
ま
す
。
人
の
分
野
で
は
人

2

　
現
地
事
例
や
識
者
の
見
解
を
も
と
に
、「
食
料
へ
の
権
利
と
農
業
」
に
は
何

が
必
要
か
を
考
え
る
シ
リ
ー
ズ
。
第
2
回
は
農
と
食
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
山

本
謙
治
さ
ん
と
、
エ
シ
カ
ル
消
費
に
つ
い
て
探
り
ま
す
。

生
産
者
に
対
す
る
倫
理
的
な
配
慮
も

エ
シ
カ
ル
消
費
に
は
組
み
込
ま
れ
て
い

る
わ
け
で
す
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
の
食
に
関
わ
る
仕
事

の
中
で
、
生
産
者
の
収
入
を
上
げ
て
い

く
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
て
き
ま
し
た
。
14
年

前
に
エ
シ
カ
ル
消
費
と
い
う
概
念
と
出

合
う
こ
と
で
、日
本
の
産
地
を
守
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
エ
シ
カ
ル
消
費
を
普

及
す
る
こ
と
が
有
効
な
の
で
は
な
い
か

と
思
う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
研
究
を

始
め
た
の
で
す
。
エ
シ
カ
ル
消
費
の
先

進
地
で
あ
る
英
国
に
も
調
査
に
行
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
対
話
を

重
ね
ま
し
た
。
そ
こ
で
見
え
た
の
は
、

生
産
者
の
役
割
も
変
わ
っ
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
エ
シ
カ
ル
に
敏
感

な
E
U
圏
に
お
い

て
、
農
業
の
生
産
者

は
手
厚
く
保
護
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

そ
の
代
わ
り
に「
生

産
者
も
求
め
ら
れ
る

役
割
を
果
た
す
」
と

い
う
こ
と
が
明
確
化

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

も
と
も
と
そ
の
役

割
は
食
料
を
安
定

供
給
す
る
こ
と
で
し

た
が
、
そ
れ
が
環
境

や
景
観
の
保
全
と
い

う
と
こ
ろ
に
ま
で
拡

大
し
、
今
日
で
は
さ

ら
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
を

ゼ
ロ
に
す
る
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
担
い
手
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
英
国
を
構
成
す
る
ウ
ェ
ー

ル
ズ
で
は
、
生
産
者
も
食
品
メ
ー
カ
ー

も
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献

や
化
石
燃
料
の
削
減
が
求
め
ら
れ
、
補

助
金
に
も
大
き
く
影
響
す
る
そ
う
で

す
。

　
つ
ま
り
、
エ
シ
カ
ル
消
費
を
生
産
者

の
味
方
に
つ
け
る
た
め
に
は
、
生
産
者

自
身
も
エ
シ
カ
ル
で
求
め
ら
れ
る
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。

　
昨
今
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
へ
の
貢
献
が
求
め

ら
れ
る
風
潮
の
な
か
、
J
A
の
広
報
活

動
で
も「
こ
の
活
動
は
環
境
の
保
全
に

つ
な
が
っ
て
お
り
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
15
・
4

に
貢
献
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な

記
事
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
確
か
に
こ
れ
ま
で
の
産
地
の
活
動

の
中
に
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
概
念
に
則
し
た

も
の
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
そ
う

し
た「
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
の

置
き
換
え
、
言
い
換
え
」
だ
け
で
は
、

国
際
社
会
が
求
め
る
エ
シ
カ
ル
に
対
応

し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
知
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
実
は
欧
米
が
求
め
る
エ
シ
カ
ル
と
日

本
人
の
持
つ
倫
理
感
の
間
に
は
、
け
っ

こ
う
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
日
本
で
は
家
畜
を
屋
内
で
飼

う
こ
と
が
主
流
で
す
が
、
家
畜
の
ア
ニ

マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
文
脈
で
は
屋
外
に

行
き
来
で
き
な
け
れ
ば
倫
理
的
で
な
い

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。日
本
人
が「
屋

内
だ
け
ど
、
大
事
に
飼
っ
て
い
る
よ
」

と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
価
値
観
が
違
う

の
で「
何
を
言
っ
て
い
る
の
?
」
と
さ
れ

て
し
ま
う
の
で
す
。
こ
う
し
た
ギ
ャ
ッ

プ
は
、
国
の
発
展
や
、
道
徳
観
念
の
成

立
の
経
緯
が
違
う
の
で
、
あ
っ
て
当
然

で
す
。
た
だ
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
他
国
の
エ
シ

カ
ル
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
知
る
こ
と

が
大
事
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
日
本
は

ま
た
多
く
の
海
外
の
お
客
を
迎
え
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
局
面
な
の
で
す
か
ら
。

　
お
も
て
な
し
の
国
で
あ
る
日
本
が
エ

シ
カ
ル
消
費
で
も
評
価
さ
れ
る
た
め
に

も
、
欧
米
の
エ
シ
カ
ル
を
識
っ
た
上
で
、

日
本
特
有
の
エ
シ
カ
ル
を
識
っ
て
も
ら

う
。
そ
ん
な
手
順
を
踏
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
3
月
に
、

欧
米
の
食
の
エ
シ
カ
ル
に
つ
い
て
詳
し

く
書
い
た
拙
著『
エ
シ
カ
ル
フ
ー
ド
』（
角

川
新
書
）
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
ご
興

味
が
あ
れ
ば
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

世
界
で
広
が
り
つ
つ
あ
る

エ
シ
カ
ル
消
費

エ
シ
カ
ル
消
費
と
生
産
者

日
本
の
生
産
者
に
必
要
な

エ
シ
カ
ル
と
は

変
化
す
る
生
産
者
の
役
割

し
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 とちぎ新鮮倉庫

　栃木市岩舟町は、古くは大正時代からブドウの産地と
して名をはせています。伝統ある岩舟のブドウは、糖度と
食味にこだわり、熟練の生産者によって大切に栽培され
ています。
　おおむね糖度18度以上の「巨峰」を厳選しています。
大粒の果実を口に含めば、さわやかな甘みと風味、そし
てジューシーな果汁が広がります。種なしのため食べや
すさも抜群（一部種が混入する場合があります）。贈り物
にも最適です。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農のインターネットショッピングモール

巨峰 ブドウ 種なし （約1kg/2～3房）
JAしもつけ 岩舟産…4950円（税込み）

休刊のお知らせ
7月18日号は休刊いたします。
次は7月25日号です。

JA全農提供FMラジオ番組（TOKYO FM/JFN38局）
毎週土曜日13：00～13：55（生放送）
“旬”なゲストを迎え、最新の音楽チャートをご紹介

　兵庫県本部と米穀部、営業開発部は6月11日、兵庫県
小野市のJA兵庫みらい管内の圃場で、㈱FOOD&LIFE-
COMPANIES（事業会社㈱あきんどスシロー）主催の消費
者参加の田植え体験ツアーに協賛しました。
  　　　　【兵庫県本部、米穀部、営業開発部】
　田植え体験ツアーは3年ぶりの開催となり、指定産地の
JA兵庫みらいと全農パールライス㈱の協力のもと、JA管
内の㈱きよたに営農の圃場で、兵庫県の店舗で募集した
10組25人の子どもと保護者が参加しました。
　JA管内では短稈で倒伏に強く、多収が見込める「どん

とこい」を同社向け
に作付けしていま
す。参加者は、粒
も大きくシャリに適
した「どんとこい」の田植えを体験しました。
　初めての方がほとんどでしたが、生産者の指導のもと、
楽しく田植えをしました。昼食には「どんとこい」のおにぎ
りを堪能し、子どもたちはクイズを通してお米の豆知識と
スシローのこだわりを学習し、「スシロー博士認定証」が贈
呈されました。

ほじょう

かん

親子連れらが参加した田植え体験ツアー

スシローの田植え体験ツアーに協賛
3年ぶり開催 お米の豆知識も学習

協同乳業とJA相模原市が連携し地域密着のPRイベントを開催
農協牛乳発売50周年と地場農産物をPR

　協同乳業とJA相模原市は6月4日、と
もにスポンサー契約を結ぶサッカーＪ3の
ＳＣ相模原のホームゲーム（対ギラヴァンツ
北九州）で、農協牛乳発売50周年と地場
農産物のPRイベントを開きました。
  　   【協同乳業、酪農部】
　同イベントは、SC相模原のホームタウ
ン・相模原市（旧津久井郡）を発祥の地と
する農協牛乳の発売50周年をPRするとと
もに、地元相模原の農業を盛り上げるため

に、協同乳業とJAが連携して企画しました。
　協同乳業は200mlの農協牛乳を、JA
は地元産のタマネギとジャガイモのセットを
用意し、PRパンフレットとともに300セット
を配布しました。受け取った来場者からは、
「農協牛乳を飲んで応援しよう」「地元の
野菜がもらえてうれしい」などSNSに多くの
投稿があったほか、イベント開始前から多
くの来場者が列をつくり、開始30分で配
布が終了するなど大盛況となりました。 会場に設置した農協牛乳のボールスタンド

200mlの農協牛乳と野菜セットを来場者に配布

スシローの田植え体験ツアーに協賛
（兵庫県本部、米穀部、営業開発部）

協同乳業とJA相模原市が連携し
地域密着のPRイベント（協同乳業、酪農部）

ＪＡタウンショップ紹介
　とちぎ新鮮倉庫

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

2
面

8

「まるっと１日美濃いび茶デー」開催
（岐阜県本部）Web

限定 栗山米菓とコラボ「瀬戸しお日向夏味」
発売（営業開発部）

塩化カリを輸出するカンポテックス社を訪問した乗富幸雄副会長（2面）

乗富副会長が官民ミッション団に参加
カナダへ資源外交、塩化カリの安定確保を要請（耕種資材部）

2022 7.11vol.1004

広島大学との共同研究で行う鶏ふん堆肥
施用量の比較試験（２面）

親子連れらが参加したスシローの田植え体
験ツアー（８面）

食
料
へ
の
権
利
と
農
業（
2
）

エ
シ
カ
ル
消
費
を
味
方
に
つ
け
る
た
め
に
、

生
産
者
に
求
め
ら
れ
る
役
割

農
と
食
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

山
本
謙
治

6-7面

水稲栽培で鶏ふん堆肥の
有効活用へ（広島県本部）

いわでやま地区が広域物流事業へ
新規参画（宮城県本部）

瀬戸内かきがらアグリ事業をPR
（岡山県本部）

お米で作る鶏用飼料の
製法特許を取得（畜産生産部）

ＪＡアクセラレーター（第4期）
採択企業紹介③

ＪＡズームイン（ＪＡ八千代市：千葉）

4

5

2

3

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから
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